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た
ら
：し
> 
こ
の
勞
働
手
段
の
變
化
を
通
じ
て
、
勞
働
沿
動
の
性
質
•
形
式=

勞
働
形
態 

が
變
化
せ
：し
め
ら
权
る
と
共
に"
又「

人
間
切
身
.の
自
然j

を
も
變
化
せ
し
め
る
の
で
あつ
て

、

か
く
し
て
認
識
さ
れ
た
自
然
力
を
生
產 

の
生
赞
の
變
化
£
ょ
づ
て
咐
進
さ
れ
た
欲
望
の
充
足
に
利
用.し
#

る
や
ぅ
に
す2>- 

て
、̂
潜
布
的
卧
然
カ
は
ァ
人̂

の
ふ
有
“
支
酿
^
圈
内
に
歧
私
饫
る
吃
至
る
の
で
あ
る
。

■

然
し
故
が
ら
被
術
並
び
：に
勞
働
對
象
.ゆ
、
难

：に
ぞ
れ
だ
け
-<
?
:
;1^
せ
は
、
^

苹 

こ
れ
等
を 

紙
合
紘
.ー
1-
る

も
0
は
前
述
：の
如
ぐ
人
間
の
社
#

的
勞
働
で
，_ぁ
，る
0
7從

0
て
勞
働
：の
生
產
カ
を
決
定
す
名
諸
要
因
と
ム
て「

種
.々
.な
*

情
、
就
H
勞
J

り
熟
練Q

平
均
度
、
科
學
及
び
そ
の
技
術
的
應
用
の
發
藤
程
度
、
生
產
過
程
の
社
會
的
組
織
、
生

撃

段

の

規

模

及 

則
作
们
能
ヵ
、
|自
然
的
胺
件
等」

が
.擧
げ
ら
れ
て
.ゐ
る
が
、
I

的

生

產

力

の

驚

に

於

て

特
i

本
的
I

割
を
演
ず
る
も
の 

は
M

l

程
で
.あ
り
、
'
從
っ
て
、
：こ
の
結
合
が
行
は
れ
る
特
殊
の
應
が
社
會
權
造
の
種
々
な
經
濟
的
時
期
を
劃
す
る
のf
あ
る
。
即 

ち
自
然
力
は
そ
の
ま

\
の
自
然
力
.と
し
て
ば
何
等
_

力
を
構
成
し
な
：い
が
、
人
間
の
生
產
行
爲
を
通
じ
て
生
謹
程
の
d

と
丨
入 

ル
ら
t

る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
：初
め
て
技
術
と
相
■

て
社
會
的
_

力
と
な
り
^
 

然
か
も
倚
そ
れ
は
軍
に
人
間
の 

i

差

I

介
と
し
て
$

人
.
i

#
に
影
響
を
持
っ
も
.の
で
は
な
く
、
■そ
.れ
は
飽
く
ま
S

史

的•

社
會
的
範
疇
で
I

限
り
、 

L

の
演
ず
I

割
は
、
■

か
^

宏

わ

R

か

規

定

さ

5

の
で
あ
，
 

社
I

展
の
根
木
原 

因
は
外
的
藍
的
嵌
件
に
於
け
る
ょ
り
は
、
む
し
み
社
|

展
の
內
的
合
則
性
の
.う
ち
に
、
'
即
ち
坐
產
力
の
一
定
の
水
準
に
應
じ
て
、 

坐
產
關
係
の
特
質Q

.

う
ち
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
從
っ
て
外
管
截
的
條
件
は
顧
.®.的
役
密
を
演
ず
る
も
の
で
は
な
い

(

七)

：'ibid, 

s. .4
4

一
 
邦
譯
第
一
：卷
第
ハ
S

(

八)

二
人
間
社
會
と
自
I

な
地
I

環
f

の
間
の
か
"
る
相
互
作
用
I

て
規
定
的
役
郡
I

一一

っ

I

孪

I

解
が
見
ら
れ
る
。
一
っ
は
ダ
ふ
う
ン
I

、
晨

へ

の

社

會

の

受I

順

議

と

し
T

の
I

へ
の
窗
と
密
接
な
關
係 

を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
地

理

的

霞"自
然
：的
麗
件
の
社
會
麗
に
對
し
て
有
す
る
意
義
の
過
大
評
價
に
蓝
く
も
の
て
あ
る

E

.
ち

一

國
 

1

地.
、
氣
候
、
海
、
河
川
、
山
脈
の
.
：分
布
、動
植
物
の
性
質
等f

織

の

.民
族
の
膝

特

含

、
そ
.の
民
族
の
自
然
的
っ
習
癖j

氣
質
等
を
地
理
的
環
境
か
ら
說
明
し
得
る
も
の
と
：考
へ
る
。(

こ
れ
等
地
理
的
唯
物
論
に
っ
、
て
は
力
®
 

哲
霊
代
唯
物
論
的
社
霞
の
霞
し
七
二
I

T

、
川
西
_

經
濟
地
理
學
方
法
論」

主

質
は
坐
_

の
翼
を
制
約
I

タ
ま
I

產
力
の
謹
は
、
_

關
係
、
：そ
れ
に
次
で
I

.-
T
切
の
社
墓
係
i

達
I

約
す
る
。

:

: 

我
細
農
業
に
於
け
る
外
的
肖
然
的
倏
件 

五

五

二

三

i
l
l
)
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’

,
五

六

C

H

七
S

蔸

極

：►-
*

切
の
社
會
關
係
の
發
展
を
規
矩
す
：る
生
產
カ
め
發
達
は
地
珣
的
環
境
：の
性
質
に
ょ
.つ
て
規
定
さ
れ
る
。|

レ
4

^

'
ル
ク
ス
.主
義
の
根
本
問
題
し
; ©
藤
恭
譯
.七
，=:
其

ベ
の
社
會
の
麵
次
的
適
應
還
程
；で

象

，：入

間

社

の

過

程
.に
於
て
全
く
受
動
的
で1

0

一
 

こ
れ
か
ら
結
論
さ
れ
音
と
は
社
會
生
活 

の
法
則
は
す
ベ
て
外
瞥
然
の
發
展
法
則
に
ょ
冷
て
制
約
さ
れ

:-
:
'こ
：の
齒
掘
法
則
は
外
的
自
然
的
環
遵
の
變
牝
に
'應
じ
て
，の
み
變
化
さ
れ
る
と 

い
ふ
こ
と
で
あ
る.°
然

し

な

が

ら

か

，
無
^
社
會
的
な
契
機
に
ょ
つ
て
媒
介
さ
れ
な
い
自
然
柄
條
件
の
直
接
的
な
作
用
を
主
張
す
る
限
り

」

、
そ 

れ
は
っ
'
つ
の
自
然
主
義
的
決
宠
論
に
立
ち
歸
り
洱
び
形
而
上
學

g

な
迷
蒙
の
中
に
身
を
渡
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
0」

ハ
小
.原

赦

士

 
n『

自
然
的
f
 

、史
と.
歷
史
的
自
然』

の
間
題
1

歷
史
學
|

理
學
と
忐
交
渉
运
い
セ

—

為

物

論

硏

究

、
第
五
號
、
ー

.

|

'
ィ
見
氏
自
身
は
棄
方
諸
國
に
於
.け
る
特
^
の
自
然
的
條
件
が
、人
エ
灌
槪
乃
至
は
治
水
經
濟
と
い
ふ
^

^
の
坐
產
樣
式
を
發
展
せ
し
め
、
こ
の 

'

■■
'%
の
.，が
更
^
特
讲
'<
7
)ァ
ジ
々
的
農
,

#
級
と
そ
の
，専
政
國
家
上
を
生
み
出
し
た
し
と
考
へ
て
ゐ
る
00
此
の
場
合
間
題
は
可
.能
的
生
產
カ
と
し
て 

の
自
然
カ
に
獎
す
る
羽
用
の
技
術
的
^
能
性
と
そ
の
必
耍
を
生
み
出
す
敗
#
的
條
^:
に
あ
り
、
こ
れ
は
一
定
の
坐
產
力
の
發
展
段
階
"
一
走
の
生 

產
關
係
め
下
に
於
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
他
のI
つ
は
、
社
會
の
發
厨
が
自
然
的
條
件
と
は
無
關
係
に
行
ば
れ
る
も
の
と
主
張
す
る
觀
念
論
的 

.
ベ
試
み
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
人
間
と
自
然
き
間
の
物
質
代
謝
と
し
て
の
勞
働
過
程
.が
社
會
S

レ
て
贫
■

規
定
的
意
i

0
無
理
解
に
f

o
 

勿
論
そ
れ
が
社
#

的
生
產
カ
の
發
展
を
規
定
ず
.る
稹
極
的
要
素
で
は
な
ぃ
ど
^
,ふ
故
，を
以
，て
、勞
働
對
象
.
綮
{1
'
'
手
酌
の
源
泉
た
る
外 

が
商
然
A;
條
fl
の
.意
義
を
無
視
ず
る
こ
；と
は
：出
來
な
い
。
響
重
製
な
こ
と
は
、.：
動
會
ば
人
間
の
生
產
抒
爲
を
通
じ
て
'*
外
晰
自
然
^
条 

件
に
ょ
つ
て
制
約
さ
れ
る
が
、
そ
の
被
制
約
性
は
：

j

定

O '
發
展
段
階
に
於
げ
る
生
霞
斷
■

水
奪
、
：生
産
諸
W

係
を
通
じ
て
の
み
な
さ 

れ
る
と
い
ふ
こ
と
で
ぁ
るo

即
ち
自
然
的
條
件W
直
接
に
社
#:

的
範
疇
ど
な
る?)
'
'
.
.の.で
：は
な
ぐ
‘：

齡

會

：の
霞
段
階
に
於
て
の
み
勞 

働
對
象
奏
働
平
段
と
な
り
、
ハ
社
會
的
な
も
0/

と
な
る
ハ
で
あ
る0-
:

'

ノ
.

：

：

「

.

我

A
は
こ
の
意
味
に
於
て
我
亂
農
業
生
產
が
先
づ
素
材
と
し
て
、
可
能
的
生
產
カ
ど
し
て
終
へ
レ
れ
る
外
的
自
然
的
條
件
を
取
り
上

.
げ
ん
と
.す
る
もQ

.

で
.あ
.る
o
.
‘

:

• 

^

.

.. 

.. 

• 

. 

;
 

■

/
.
.
 

•

ノ 

: 

: 

U
.

我
國
農
業
の
自
然
的
基
礎S
 

V

:
 

' 

' 

. 

\ 

~

ft
i
:
'會
の
發
展
に
.對
し
で
_

然
的
諸
倐
件
の.有
す
る
意
義
が
前
述
の
如
く
で
あ
る
と
す
れ
ぼ
、
か
\
る
自
然
的
諸
條
件
を
構
成
す
る
も 

の
：は(

1〕
「

ん
間
自
身
の
生
迦
的
性
狀S:
並
び
に
0

0「

人
間
に
ょ
0

で
見
出
さ
れ
た_

籠

諸

條

件

、.
即
ん
地
質
學
的>

山
系
的
‘
水 

系
.的
、
，亂

候

的

諸

釋

、.並
び
に
#

の
他
の
諸
關
係J

で
あ
る
。
々
前
者
は
ー
人
種
と̂
ふ
要
因
し
怂
し
て
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ゥ
ィ 

ッ
ト
フ
ォ
ー
デ
ル
が「

支
那
0

經
濟
過
程
:̂
;

於
ホ
る
、
：
自
然
に
よ̂

て
條
件
付
け
ら
に
た
坐
產
諸
カ
：
1を
論
ず
る
に
當
つ
て
、

「

人
類
學
的 

諸
栽
礎」

と
し
て
分
析
せ
る
所
ぬ̂

で
あ
る
o 

<
5
"
"
勿
論「

社
會
の
發
展
過
程
に
於
け
る
人
種
と
い
。ふ
要
因
1-
.
:を
^

ど
考
-

る
.こ
と
は
出
來
な
v>

が
、
'
人
間
自
身
.の
性
質
V

辟
族
的
特
逊
性
等
は
著
し
く
經
濟
件
に
依
袼
す
る
も
の
で
あ
れ
、
從
つ
て 

勞
働
生
產
力
に
及
^

-

■

響
比
棚
め
.
て
あ
い
。

';
::

.

. 
' 

W

'C 

一
 

V
.朝
鮮
社
#:
經
濟
の
.外
的S

然
的
條
件
の
分
析
に
_

u

yば
莉
符
克
巳
氏
め
優
れ
た
る
論
稿
が
あ
る
。(

「

舊
來
の
朝
鮮
農
槳
社
會
に
つ
い
て 

ノ
の
破
究
の
だ
め
に」

c

京
城
帝
國
大
學
法
文
學
會
n
朝
鮮
經
濟
史
硏
究」

ニ
九
七—

五
一
ー
〇
頁〕

裨
益
せ
ら
れ
る
處
頗
る
多
い
。c

そ
れ
は
ゥ
ィ
ッ
ト 

;■

プ
す
ー
1
ダ
ル
的
箭
向
藤
く
仏
の

'で
は
&:
る
が
0
:
> 

ン
て
：
V
 

、
.
ぃ
.
.

:
(
1
1
>

 

:
.

「

ド
七
ッ
チ
エ
：•イ
デ
オ
口
ギ
ー.
,改
造
社
版
全
集1
1
0.
|

三
.三
—.

頁
、
ゥ
ィ
ッ.
ト
>
.
ォ
1

デ
ル「

解
體
過
程
に
あ
る
支
那
の
經
濟
と.社
會」

-: 

平
野
_

太
郎
監
譯
、J1
卷
：

1

ー
ー
頁
以
下
:.
.
:: 

J

.,
:
.

 

V

ベ：

:

所
謂「

社

會

的

唐

の
^

S

自

然

的

條

件

し

に

：
於

，
て

.は
地
質
學
的
關
係
：は
、
へ
山
系
的
.
水
系
的
諸
條
件
、
.氣
候
的
諸
要
因
宝
壤
の
理
化 

學
的
胜
質
等
、
郎
ち
、，狹
義
：忙
於
け
名.、
自
然
に
よ
つ
そ
條
件
付
け
ら
れ
た
坐
：產
諸
力
の
.
#

礎
を
：な
す
も
泠
で
あ
：る''0 

'
質
學
的
關
係
が.
一，社
會
に
對
し
て
存
す
る
：意
：義
は
歷
史
的

H

異
な
：名
，；
0

即
ち
ニ1

古
'

そ

れ

自

體

；
に
：
於
轸
け

.：
る_

史
的
變
^

我
國
農
業
衫
於
け
：る
外
的
自
然
：的
條
件
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五
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三
七
：六〕

變

化

が

.あ
る
占
同
時
.

H

ク
他
方
叉
社
會
的.坐
產
力
#
發
展
に
件
^
で
：，
潜
在
f

然
カ
は：

可
能
的
生
産
力
と
な
り
得
る
が
ち
で
あ.

る
o
:へ
：今

、
蘇

的

自

然

的

諸

條

件

^

'
經

濟

上

、
：
：
：
生

活

資

料

：の

福

然

的

®

源(

肥

働
耍
晶
の
：自
然
的
資
源

c

急
激
な
：る

落

流
.:
;
;
*航
rx
し
.樽
べ
：
き
河
川
。
森
林
 

>
.炭

坑

フ

金

纖
II
I
等)cli

p

れ
た
時
"
文
化
.
0勒
期
に
於
て
は
：前
者
に
屬
ず
る
自
然
的
资
源
が
決
定
を
興
へ
\

ょ
り
發
達
し
た
文
化
の
段
階
に
於
て
は
後
衮
に
屬
す

る
囪
然
的
資
源
が
決
宛
を
與
へ
る
と
す.れ
ば
、
.
«活
資
料
の
生
：産
が.行
は
れ
る
坐
產
諸
カ
の
自
然
的®
因〈

土
駿
•氣
候
等)

は
初
期
か

ら
、
特
に
■
業
生
產
に
於
て
は
、
極
め
：て
重
大
で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
於
て
：先
づ
自
然
的
諸
條
件
の
複
合
體
と
し
て
の
土
壊
の
自
然
的 

.法
產
カ
を
：取
1?
:
:上
げ
る
0 

:ゾ
：
：':
.'-
.
'
:
:
';
'
.
: 

 ̂

- .V:.': 

ノ 

,

:

-

(一

一
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)
. M

a
rx
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D
a

s
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，
卜

'.'へ
'
'
'

.勿

論

^
れ̂
等
，の.自
^
的
諸
條
!̂
は
勞
働
..の
社
會
的
分
^

の
自
^
的

寐

礎
.$
:
與
へ
る
も
の
で
は
あ.る
が
.、
そ
.の
變
化
を
通
じ
て
、
彼 

等
@
身
の
欲
望
や
、
能
ガ
や
、

：

勞
働
要
具
及
.び
勞
働
様
式
：を
多
様
化
せ
し
む
る
の
比
、
土
地
の
自
然
的
豐
度
で
は

.な
く
し
て
、

「

む
し
ろ 

土
地
の
分
化
、
土
地
の
自
然
的
生
皿㈣
の
多
#

性」

S〕
で
あ
る
。

然

；か

も

我

國

農

業

に

.於
け
る
米
田
耕
作
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遍
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業
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產
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達
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す
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ゐ
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優
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モ
ノ
ア
リ
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雖
ト
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自
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稼
蹲
ス
ル
ヲ
得
分.ラ
シ
ム
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」

バ
五〕

る
結
果
と
、し
：て
米
作
の
必
然
性
、が
强
化
せ
ら
れ
：て
ゐ
た
の
で
あ
る 

が
、「

今
日
尙
因
襲
シ
ーK

改
メ
ス
ン
，ハ
民
利
將
タ
何
ヲ
以
テ
能
ク
繁
殖
シ
供
需
將
タ
何
ヲ
以
テ
能
ク
擴
充
セ
ン
ヤ
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，
乃
ち
、
明
治
四/-
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九
月
ノ
田
畑
勝
手
作
解
禁
と
な
つ
た
に
も
拘
は
ら
ず
、
尙
米
作
が
壓
倒
的
地
位
を
保
つ
て
ゐ
る
こ
と
は

g

後
述
す
る
如
く
、
必
ず
し

も
外
的
自
然
的
條
忡 

'の
制
約
に
ょ
る
も
の
で
あ
.，る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
タ

：
そ

れ

，
は

當

然

.に
米
"
米
作
と
坐
產
物
地
代
と
の
結
び
付
き
.、 

從

つ

て

所

謂

M

的
從
屬
關
係
の
苒
出
®
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の
線
.の
.上
に
理
解
さ
る
べ
；き
.で
あ
.
.る
。
即
ち
米
田
軿
作
.の
必
至
：性
は
、
た
.と
へ
そ 

れ
が
外
的
自
然
的
諸
條
仲
‘の
.制
約
に
ょ
.る
に
し
て
も
、
尙
そ
れ
ょ
り
は
寧
ろ
そ
の
特
殊
的
な
經
|濟
的
機
權
に
基
く
も
の
で
，あ
る
。
そ
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に
も
枸
は
ら
ず
先
づ
囱
然
的
諸
條
件
を
、
就
中
そ
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複
合
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と
し
て
の
：土
.雛
の
自
然
的
坐
產
力
を
取
上
げ
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と
す
る
理
由
は
、
土
壤
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單
に
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れ
自
體
と
し
.て
丈
か
ら
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ぼ
農
業
生
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程
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的
恶
礎
全
體
を
決
し
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ず
る
も
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で
は
な
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が
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し
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自
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的
殼
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爲
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他
の
一
切
の
諸
要
因
と
合
體
合
成
す
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か
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又
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ず
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し
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を
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濟
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椿
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の
だ
か
ら 

で
あ
る
。
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暫
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.て
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壤
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然
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產
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的
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す
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植
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ば
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壊
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營
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含
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於
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岩
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茨
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；
ょo
*c
'
'必

步
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も
.--
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様
梵
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賦
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藤
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著
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く
個
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植Q
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土

壤
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性
狀
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ず
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殆
ん
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ぁ
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0
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耕
土
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土
性
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で
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勢
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せ
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植
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つ
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せ
ら
れ
る
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取
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ー
本
邦
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ぐ
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太
^
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み
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な
る
區
域
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で
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狀
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き
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土
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帶
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甚
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し
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ゐ
る
0
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,然
か
も
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候
濕
潤
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結
果
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性
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地
中
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變
化
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歉
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す
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瓶

最

及

，び

母

@
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性
狀
如
：何
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'
七
で
;̂

る
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九
ひ
こ
ど
か
ら
、
土
壤
の
自
然
的
生
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力
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、-
單
に
土
壤
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.
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®
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•

化
學
的
性
賢
の
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が
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ず
ノ
^

队
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條
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隱
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右
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點
か
ら
§
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に 
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植
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然
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要
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風
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述
ず
る
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く
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永
久
的
地
カ
の
給
源
が.母
岩
の
成
分
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も
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で
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^
云
^
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务
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れ
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孃
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ふ
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雛
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內
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於
け
る
諸
活
動
_の

結

來

と

：
じ
；
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然
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作

用
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轉
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質
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え
ず
變
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せ
ら
れ
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で
あ
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.例
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ば
窺
素
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Q

i
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は
か
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腐
植
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給
し
、
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合
理
的
耕

耘
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つ
て
風
化
作
用
を
促
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び
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排

水

灌

^
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行
^
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■

を
施
用
す
る
等
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S
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土
壤
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理
化
學
的
性
質
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改
善
し
、
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カ
を
增
進
す
る
ー
方
法
で
あ
る
？
更

に-
赌
啲
观
カ
* -
あ

-0
て
.は
耕
^
{
ガ̂
合
理
的
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ょ
る
所
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常
に
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あ
る
0
從
つ
て
自 

然
的
生
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現
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生
產
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レ
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な
.る
：程
虚
ま
で
利
用
芒
れ
得
る
か.は1

に

「

農
業
化
學
の
發
達
と
.機
械
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懸
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械
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狀
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狀
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條
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狀
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.る
もO

f

で
あ〗

る
。
唯
土
*'

の
理
化
學
的
性
質
•
氣 

候
*

其
他
の
自
然
收
條
件
の
複
合
體
と
し
そ
の
&.
;

然
&

生
產
カ
ば
.
も
ゆ
基
礎
で
奴
を
に
ず
ぎ
怒
'
い
<

公0

A
 

C

四)

■太
エ
原
鋤
太
郞
、
歡

書
5£
.
九
九
頁
\

六
0;
0;

頁
0

:

べ
',
.

?

フ

、
八
 ̂

• 

.

(

5

へ「

_

熟
改
造
社
1

ー_

下
> r

 
八
ル
!,
;
:

f

 
九 
O
M
P
V

)

.
'
、
：

" 

ノ
/
々

：
，
：'
■
*
、

.

(

-

G
O

■■
■「

土
地
の
h
經
濟
的
豊
度

」

な
'る
も
：の
は
、'
1
.范
段
赠
に
お
け
る
八
間
办
社
會
的
勞
働
行
爲

&
媒
.八
パ
ざ
れ
な
が?>
,、
.

T

る
土
地
の「

自
然
的 

鹽
度
し
か
ら
發
生
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
し

(

ゥ
ィ
ッ
トK

ォ
彳
ゲ：

ル
、
前
掲
書
四.
_ー
頁)

。

;;
::
;
:

」

:;
':
;
.

..

ふ
 

•
• 

. 

- 

• 

» 

-
• 

- 

. 

* 

k 

• 

•
• 

. 

. 

' 

' 

T 

•
» 

. 

. 

. 

•

.

と
こ
ろ
で
、
所
謂®
本
的
實
體
と
し
て
の
本
邦
土
孃
の
自
然
的
生
產
カ
の
.具
體
的
な
態
檫
は
ど
ぅ
で
あ.る

か
:̂
:
勿

論

こ

れ

が

金

貌

を
 

詳

細

に

分

祈

.や

各

こ

が

は

一
方
農
業
卜
铳
：ー
的
な
全
國
的
紙
齋
!̂

缺
<,

0
と
、
、.ヾ.更
む
故
自
然
科
學
的
智
識
の
欠
除
の
爲
め
に
、
到
底 

筆
#
ぬ
ょ
く
馐
1>
-
.得
.る
と
.こ
.ろ

：
で
：彫

な

い

<
^
懇

0'
:
ゼ

&:
^
で

电
_
备

業

生

_

が

分

祈

Q:

■
緖
ん
1>
-そ

^

の' «
觀
5:
'
示
ず
に
止
.ま
る
0

. 

:
‘本
邦
两
地
^
紙&'
'

$
撖
質
,

の
分
^

1

%

バ
關
策
.奥
1羽
_
苁
ば
火
山
皆
類
々
篏
ー
ー
一
紀
麽
、
及

叹

第

四

紀

古

&:
に

屬

す

、
る

土

孃 

が
：.

火
部
分
を
^
ぬ
、
ニ
近
畿
及
沃
本
州̂

^
方
ぼ
抵
岗
岩
類
炎
び
茬
坐1-
に
..1
^

る
±
:
鉱
2

¥
國
地
方
ば
祀
&

范
類
に
由
來
す
：る
も2
 

我
_
農
槳
：に
勝
け.る
外
，象

然： i
^
:

ハ
 

六
ニ
，

_ (

十
三
七
九〕



#
國
農
槊
に
於
け
る
外
的
&;
;
然
：'的
_
# ::.j

ハ.

-

O

S

 

A

s

:四
國
地
方
は
中
生»

”
.
苦

坐
»-
'
彳
^

^

乾
類
わ
鳳
^;
る
％
紙
が
％
^

尤

靈

龙

は

火
^;
石
1

〗

北
膝
道
'は
第Ilf

紀
.曆
，
火
山
岩
類 

が
、主
要
地
質
系
総
を
散
し
て
ゐ
る
。|1
:

^
で
^

1

^
$:
;

»
。
で
^ ,
作
ぬ
最
を
黯
ぐ
分
取
啫
る1.
:
:の
は
火
1|
|
跋
類
及
汰
戢
三
紀
層(

夫
：
 

>
總
甜
積
曾t
割
3
占

、
次
せ
古
坐
肥
、
振
滕
豪
及
第
四
缸
縱
朦
等
で
ト
る
$

紀

新

熳

金
#
地

面

横

登

割

八

分)

、
^

ニ
紹
層
キ
.歌
_
把
7?
?

:

^

1̂1
1
皆
類
等
ゼ
^

花.

間

岩

：
類 

火

、
山
"3

P
T
)

類

太
.

古

，-
.
ニ
層

^

生
ハ
' 

^

.中
' 

生

：，;..層 

第

三

：
紀

層
 

第

四

紀

卉

層
 

.第

四
：：

紀

：
新
：
層 

(

備
考)

.
:

「

一'

.

ニ
、
.

全

國

一：气

実

、1-
§

II
I

地
，

:
: 

' 

•

....

I

r

s

rs :
X W

T

.十
產
以
ぃ

下
の
平
地 

槪
測
闹
積
.
'

盯
-

W

、
，5

K

耕
昽
槪

測
而
積

1

六
八
•
尋

.
:
.七、
六

一

气
t

H
 T

六
芸
、

<
f
l

一：一、

九
発
、
究
I

f
茺
八
、
塞

一

5 ,
七12

1

八.r

 

n

i :
、
。̂

^

ニ
三
八
、
四
九Q

A

1
3

、0
§

一
n

i

i

T :
一
一
 

四
、
四
八
八
^'
篆

モ
.
#

、
九? ;
0
''.

四
ー31
3
0 

,

"

i

、i

、G
?
o 
.

ニ
、■

、
室

ん.
'
実

，1 ;
4 

パ
1
八
ニ§ ,
0

-
T

s
、
s

.

.
一

 1
1

,
n、
Q

0

r

Kv -
f

l

3
^ -
:

、
i ;
H

--
:

A

3

S ;

\

''..
u
、s

h
_

，r.
' 

一
 

七
へ
七
八
七

4

3
 
四
15

七
八^ :
:.
.
'ざI
r
g
G」

' 
1
"
§
ー、$

ゐ
：

:

3

、S
A
r
l
s

、
5
A
:
i

、九
七

3
0
0

 

■大
エ
.原
銀
太
郞
.

「

土

簾

講

義」

上
卷
大
正5£
年
販
八
1
‘
1ー18 '
ょ

々

。 

右
.表
、は
.琉
，球

、
へ
小
笠
原
諸
島
、

.：
伊.豆
七
.島

、

千

島

を
^
含

：せ
；
ず

？、

未

耕

地

.

.
§

x

S

3
七；

H

宾
、
七
九
 

<
•■=
=
•

' 

一
七3
S
1
S

ゾ

I
K

r
s

l

♦
— -
• 

1、

四
六
六
、
四
究
丨
ー
ー 

3

ニ
八
、
六
七
六
こ

I

公

、
究
七
•
九

各
地
質
i

 

區
一
方
里
中 

耕
地
面
積

;

い
'
' 

町

：

學

九

S
H

I

f
 一

:

九
四
*'
 

,r

六
七
•’

,
.
塞

ム

1

•
, 

S

5

:

同

上

^

積
に

$:金 
耕

m m
す®

§

X八
人

X
-
2
:

i
.

0
X

零

'九
' :

SI
s 1

2 
八.0

1
1

S

?
r

1

V

G

I

.三
、
：地
賓
罘
統
槪
測
，厕
積
は
元
地
質
調
査
所
土
供
課
の
調
蜜
。
.
：

四
^
耕
地
面
積
は
槪
測
當
時
の
耕
地
面
積
水
田
二
八
〇
萬
町
渉
、
畑
ニ
四
〇
茁
町

^
に
付
そ
の
概
測
を
な
し
た
る
も
の*

,

.五
V
:未
撕
肌
rf
i
i橫
は
河
川
、
电
地
、
蔭
地
？
荒
.廢
地
等
^
占
む
る
而
稹
割
合
を
第
四
紀
新
匱
に

.
あ
り
ー
て
は
平
地
0

約

五

〇

^

第
 

古
層
及
第
三
紀
谮S
1一：五
^
他
は
何
れ
も
一
：

1

七
^
と
假
矩
せ
る
も
め'0
;
:

’

:

-六
、
十
五
度
を
諶
準
と
し
た
る
は
+
五
度
以
闪
を
划
て
耕
地
の
良
好
な
る
傾
斜
と
な
.せ
^
に
，ょ
る
:0
三
十
度
は
嘈
通
：に
限
度
と
見
ら 

；

:
.
.
|
れ
て
•ゐ
る
。
滿

H

驾
l
:、n經
靡
地
域
に
關
す
る
諸
問
題
の
研
究
匕
^

然
し
て
こ
れ
^

土
壤
の
自
然
的
坐
產
ヵ
の
脂
標
た̂
土

孃

の

，
化

學

的

成

分

及

.び
吸
收
カ
の
如
何
を
見
る
爲
め
に
、
吾
々
は
本
邦
土
孃 

の
地
質
系
統
別
、
並
び'に
土
性
別
成
分
表
を
揭
げ
る。

.

地
質
系
統
別
土
雛
卒
均
成
分
表(

乾
燥
土
.
.百
分
中)

,

.

. 

V

花崗耑類
 

火
.
山居

r 

片麻岩類
 

，
結晶片岩類 

敗

父

：

古
：：

生

層
 

中

€

 
,

曆 

第

三

紀

層
 

第四紀宙廣

調嵛土壤數
 

ニ六

第
四f

河
成
沖
積
土 

紀
新
|

.層
. 

^
1
^
1

ニ
九 七

'
'
.
七
.

一
四 

'
 

1.1

で

‘
:■
/
:'
 

一1

七

て
：;:
:
、
ニ
六

：ぐ

ハ
，
：:-.
:.：，四-1C

::

我
國
農
業
に
於
け
.る
外
的
自
然
的
倏
件

C

窒
；
.
素 

〇
丄
.五
1 

〇
•一

六
九 

9
1

六
八 

〇

•
三

〇
六 

〇

•
-—
•
—.
七 

〇

ニ
11西
 

〇

上
1—-
一
九.
 

0
•
四

九

.一

9

一
八
五

'
燐

酸
 

〇
6

外
0

〇
.
H
±
ハ
.
 

〇
•
〇

五

{
ハ

9 

一
 m

四

0
.
一
一
一

九
.： 

0
•
一
 

四
四 

〇

•
一

 

〇
ニ 

0
6

七
一

9 

ニI 
一.

0
,
1
.

IV
 
三

:
'
加

里
 

〇

*

ニ

0 

.o f
.l
±

55
1

9 
ニ 
5
,

0
«
一
 

1
〇

0

.

15 L
'

二

〇

上

1
六

四 

◦

。
.一
七
七

C

H

O
一

.

9

一 

七

〇

： 

〇

•
〇

九

七

石

：

灰 

〇
i

〇i 

◦
•
七

並

八 

〇
•
六o

三 

〇

•
六
八
四 

〇
_
六
五
'
九 

〇

•
-
-
四 

Q
•
四
八
九 

〇

•
六
六
六 

o
•
七

〇

六 

G
A
U
七
一

六
三

苦

土
 

O

•
九

八

〇 

〇
•七

五1 

〇

，
八

八
三

l

v

o

H

n

一
.
•
三
八
六 

〇
丄
ハ0
1 

〇

•
七
三
八 

〇

•
六
三
一
一

〇

•
八

三

o
•
八
五
ニ 

C
I
H
八「

>



.■
囀
國
農
業
に
於
け:;
§

外
的
自
：然
的
條
件:'

¥
 

•

均 

ニ 

〇

〇

〇

•.
一『

' A
0
. 

1
0
八

一

一

〇

A
.
<

-A 

_
1
:
:
'
:
汰
涑
原
銀
太
郞
前
揭
書
出
卷
八
_

"
五
頁
：.
4り
。

、
へ.

'

:::: 

: 

J

、

) 

ソ

';
v
'
-
.
.
,
.
l

v.
i
:
''.
.

土
性
別
土
歡
平
均
成
分
寶
乾
燥
土&
分
中

)

；，

.

ゾ

六
四

〇
上
ハ
：1:
:
ー
九+

(.一

三
八
ニ)

.〇
•
八
六
八

^ 腐 砂 砂 壊 壤 植

植 '十質:、:’.::貧 

質 瓖 m
均

土 土 土 土 土 土

，.調M

土
：壤
數
，
 

,

七
六 

.

3
1
.
.
.

四
七
：

..
;

三
四

. :
:•
•

五

'

.

.

.
'
'
七
'

、

-

5

0

窒

素

燐
酸 

〇
• I

〇六
 

0
O
W .1:

セ

9

I:
r;

〇
V
1
.
2 

〇
•〇五四 

〇•〇八九 
o
f 

1
0
八

。'加

：'
51 

〇
*
v}
九
卸 

::0

上」

六
八 

〇
• 

i

A五
，

G.
M
S.
O

〇
•
〇
八
六 

〇
• 
ニ
五
八 

0

11
八
八

右

'
'
灰

6
ぃ
穴
五：

fi 

〇
：•
六
■

a

.

^

0

^
 

o

i

K

m

l

9

13:
一一'

i

〇
•
六T

五 

〇
•
六
ニ
九

:

苦
，

-土 

6

.
八
八
七 

〇

A
:乜1.1  

9

九
六
取 

〇
•
七
六
三 

〇
.
七
邳
ニ 

〇
i

六
八 

〇
•
八
六
八

〇
丄
< 
五
一

■.
o
.
m
l八

(

備
考)

同
書
八
六
^

七
頁
よ
，り9_

尤

も

以

.
上

は

强

熱

鹽

酸

-^
可
溶
^

^
分
最
で
ぁ
る
か
ら
、
そ
の
實
際
の
有
效
成
分
量
は
遙
か
に
之
ょ
り
少

'
.
で
>̂
ら
^

■ 

/ 

■ 
t 
•

'•
^

上
の
若
干.
の
註
解
的
，說

明
,0
即

-^
本
邦
の_

要
耕
‘地
^

な
^
^

'a

 

V

花

缰

類

土

蘼c

本

摩

灣

凍

疆

資

碧
_

p

;s
■

本
邦
一
に
於
て
比
較
的
高
度
の
生
產
力
を
有
す
る

土

壤

を

漬

す

る

大H

原
-^
太郞前揭書

”
上
卷

-
'0
逢

:;
%

の
咜
含

'̂
、
ネ
で̂
^

的
性
質
は
良
好
で
本
る̂

歐

洲

に

於
.7
:

は.
補
4
{
が
：览:̂
.カ

土
.»_

れ
る.
の
；に
對
し̂

、
本
邦
に
於
て
は
農
耕
地
は
主
と
し
て
米
田
で
あ
る
が
爲 

め
に
氣
永
の
遞
逾
莨
好
淡
る̂
士
、
へ
砂
質
^
^
:
^
舟

と:̂
れ
る
0:.
然
，が4

こ.
れ

等

は

饗

に

於

て

明

ら

か

な

蟲4

分
含
有
量̂

保
激
-は
.植

.±
に
^
つ
'て
.ゐ
.る

-^
而

;1
>
て
瀨
物
營
養
分
含
量.は
：母
3
5々

構
成
来 

一
定
し
な
い
が
、
概
し
て
豊 

凜
:^
ら
：ザ
又
淝
渐
要
素
吸
乘
ヵ
4
冲
蕭
以
下.で
^
る
:0
都
し
办
が
ら
石
英
斑
岩
、
KJ
綠
岩
等
ょ
り
な
る
土
壊
は
埴
土
又
は
壤
質
土
で
ぁ
っ
て
"
そ 

の
趣
他
■
钠
性
嗯
は
哀
好
次
あ
る
：

0(

同

書
4

D
七

丄

；_£:
賓

參

照
^
^
^

•'
;

、

:

:::.;-
 

;
;&
;0
:'
:
'
.
^
3
岩
韻
士
壤
ゅ
オ.め
.分

沛

瀨
-?
>
獷
-<
、
讹
嗨
遒
、
凍̂

ぺ

豐

她

方

；、
^

鹰
^

^
 T.

部
ょ
り
山
陰
の
太
部
分
に
苴
り
、
九
州
の
過 

半
淋
次
山
岩
類
々
淑
て
構
诚
せ
ら
れ
；：
ゐ
る

0
塵
'
2し
火
山
岩
類
の
：全
國
に
於
け
^
總
面
積
は
各
應
質̂

で

杏

カ

が..
-;»
:
;
そ

の

漸

她

而

積

は

七

/»
九
^

^
攀

*1
:

.
尙
澈
地
：と-^
で
開
拓
刺
卵
し.得
：べ
き
餘
地
：を
多
分
に
奋
す
^

«

に
宽 

火
山
岩
類;ah
掘

は

々

れ

を

構

成

牙

る

主

要

岩

類

岩
、：：：

玄

武

岩

0石英駔预治、火
说
凝
灰
岩
パ
っ
，て土壤.
の性質を異に
 

す
飞
タ
こ
め-^
耕
她
义
し
マ
最̂
搞
请
愤
廣
を
有
寸
る̂
や
は
安
山
岩
及
び
迦
诙
岩
土
壤
で
ぁ
ワ
て
、
：
こ

.の「

.分

解

―由
來

ス

ル

所'/
土

壤(

略 

冰
花
偏
谓
ノ
'汾
解
ー
1

ク
土
壤」

1
.類
：シ、
*
分
々
含
.
4ノ
1

或
バ
：
却

テ

之

：
-
|
;
.
優

ル

.：
コ
：
ト

」

ス

佐

4
^

也

供

、
，
槪

し

，
て

啸

黏

性

％
植

土

や

奮

寸

る

-:
£

^
が
多
い
o
;塞

岩

土

禳

は

出

陰

馨

疼

淤

け

名

窟

廣

な

名

耕

地

を

な

^

石

灰

，
苦

土

>

曹
達
* 

加
亚
摩
を
多
く
含
む̂

^
の
迪
猶
淑
徽
濟
で̂
ゥ
ズ
農
作
砌̂
生

宥

充

分

で

な，^
^

此

較

的

分

布

の

墙

い

火

山

灰

七

寒

は

懷

化

鐵

^

酵

土

等 

彥

バ

含

涔

、
：
重

繼

飞

务

っ

：
^

，理
北
學
的
性
賓
は
浪
符
ヤ
丧
^

:「：

殊
に
東
部
她
方
に
於
て
は
氣
候
の
關
係
上
腐
植
賢
を
含
有
す
る
も
の
多 

!:
<
、
，沐
绑
吐
壤
冲
廣'^
嘮
等
难
る̂

め
化
顧
す
る
ゾ

(

大
^
原
谶
太
郞
、
湔
媚
養
ハ
.
1士

-;
-
:ぺ：
：:;
.

'
く

：

'
-
:
'

-h
'e
l
''
^

- *
生
層
吐
瓖
1

國
山
_

の

汰

部

分

支

養

サ

名

ネ

，
の
，
で

^

ク

泗
顿
孢
,
蹲
の
"觉

.0
主
漤
部
汾
を
办:1
.
て
ゐ
§

は
、

岩
や
胜
賓
办
名
、
全
1<
胜
翟
の
;|
|
な
0
^
1
.
:
:5
の
；吐
禳
を
生
成
オ
る
0
;即
：ち
輝
綠 

瀨

诙

岩

潸:c
h

壤

撕

艰

七

雄

養

土

灘

芡

ぁ

っ

て

，
、
‘

前

-^
は
植
^

^

%

-̂1
1
物
^

^

に̂
癘
み
、
肥
料
吸
收
カ
高
度
な
る

^
,粘
重
で
ぁ
り
、
從
っ 

て
1靠

洛

を

縣
-1
:
池

灌
^

^
痱

冰
:0
潛

％
備

安

所

潘̂

名
滌
唑
吡
潴_

:」

^
0ハ
同
書
、£

|
ー
ハ«

_

べ̂
^̂

:
谋

':
|
8洲

遭
—

於

竹

^

湘

灘:<0

_
等〕

5

^
者

：は#
質
沈
ネ
り
、&
:蔽
切
蒼
濩
分
於
富
办
も「

顿
收
ヵ
低
莨
ハ
理
舉
牲
は
汍
竅
多
く
包
水
ヵ
弱

■
雇

_

雾

屢

當

議

條

.％

■

f

2

.三.八
德
：



|

^
鴒
業
に
^
け
:̂
外
的
自.
然

的

條

件

'

.

六

六

(
1

三
八
四)

き
を
：以〉 H

空
氣
货
ぴ
水
の
透
通.カ
多
令
に
禍:<
*

^

(

同
上)

從
つ
ヤ
高
燥
地
に
於
て
は
往
々
.
旱
害
に
か
啐
る
ぉ
；そ
れ
が
あ
.
る
？

、，

.
i

 

:第
1
1
1紅
騄
は
讹
海
道':
>
*

北
地

:̂
:
,

關
東
ぺ
此
陸
、
畿
內
、

「

瀨
戶
內
海> 
九
州
に
苴
つK

廣
大
な
る®

積

を

占

め:.
'

從

つ

て

農

耕

地

と
 

•
t
T
も.
可
'®
な
の
割
合
を
沾
む
る

(

尙
^

^
道
/ '
東
那
、

：

北
陸
地
方
で
ほ
未
耕
地
が
甚
だ
多
い
i
,

:
で
^

る
が
、：

そ
の.
土
壌
は
多
く
頁
岩
、
凝
灰 

患
、
；.砂
滑
の
風
化
せ
る
も'©
で
あ
め>
 
多
く
埴
質
で
養
つ̂

、
そ
；匁
吸
舰
カ
强
く
、
氣
水
：の

.
流
通
顧
七
含
爲
や
に
、
雨
最
多
き
地
方
に
あ
り
て
は 

往
'.々
植
生
々
害
し
、
又
旱
魁
敗
傺
し
：て
セ
忽
方
に
固
結
.す
名

/-
0

然
％
乍
ら—

質
若
ク
パ
石
灰
質
ナ
>

今

『

結
合
物
質
ラ
タ
テ
粘̂

ノ
如
キ
キ
タ
亏
叹
成
リ̂
砂
ト
共
ー
殘
存
ス̂
-

^
^

ひ
は-
”
長
石
^

雲
母
、
角
閃
石
、
輝
石
等
ヲ
含
ム
ゴ
ト
多

」

き 

も.
の
'は
良
質
の.
土
瓖
を
形
成
し
て
ゐ
る::
°
'(

與
々
木
祐
太
郞> 
前
揭
書
一
四̂

I
八
5

; 

'
...
 

V 

. 

,

:.

$
>,
,

第
四
紀
古
餍(

關
東
地
方
高
臺
地
、
.
：北
海
道
、
九
州
等

〕

は
洪
積
層
及
び
火
山
灰
の
堆
積4 

從
つ
て
火
山
灰
混
入
の
有
無
に
ょ 

.
つK

著
し
く
土
質
を
異
に
す
る
。
即
ち
古
.
生
餍
に
，麗
す1
岩
石
を
混
入
；サ
る̂

の.
は
土
性
比1

良
好
で
あ
る.
が
、
火
山
灰
、
'浮
石
を
混
ず
る
も 

,
の.
は
坐
德
ヵ
が
祗
い'0J

 
.
般
に
水.
分
及
办
肥
料
の
吸
收
ヵ
は
著
し::<

-,
»

殊
に
渦
燐
酸
右
灰:，
':
:
:其
他
静
酸
肥
料
め
效
能
は
顯
著
で
あ
る
が
、
こ
の
種 

土
禳
は
從
來
有
效
燐
酸
及
び
，石
灰
の
含
域
泛
し
く
，

'
且
'つ
酸
性
强’き
爲
、
不
毛
の
地
と
し
て
放
棄
せ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
が
少
く
な
い
。

.

(

六)

本

邦

米

作

地

の

大

部

分

を

な

の

は

第
i

紀
新
餍
で
あ
る
。
本
土
性
は
生
成
：の
原
因
及
び
河
川
の
狀
況
に

1

つ
て
異
な
る
が
，

「

概
シ 

.
テ
上
流
沿
岸
：
.
；
堆
積
セ
、

V

モ
ノ
ハ.
、«

質
:#
土
及
ビ
砂
質
壤
土
多
ク
、
下
流
沿
岸
地

「

，一
於
テ
.ぐ
壤
土
 

：、
植
質
壤
土
及
ビ
植
土/か
多
い
タc

森
谷
克 

已
前
揭
書.
三
ニ
ー1
ー
頁)

そ.
の
所
含
養
分
豊
富
で
あ
り
、
殊
に
比
較
的
石
ぶ
及
苦
土
の
兩
成
分
卞
賓
み

_
、.
理
化
學
的
性
質
良
好
：で
あ
つ
.
て
、
生
產
ヵ 

は
高
度
で.
あ
る
が
、
唯
肥
料
吸
艰
ヵ
は
甚
だ
弱
.
く
、
從
つ
て
ノ
可
溶
性
肥
來
の
分
施
ポ
必
：耍
：で
あ
る

。

：

.

,

其

の

他

の

地

質

讓

：

(

片
麻
岩
類.、
.結
f

岩
類
、
中
生
層

)

に
屬
す
る
土
壌
は
、
.そ
の
分
布
區
域
狭
小
で
あ
り
、
且
又
耕
地
面
積
中
に
占
む 

る
割
合
も
小
で
ぁ
る
が
故
に
、
農
粢
上
逋
要
性
は
比
铰
的
少
な
ぃ
？

 

，

更
に
之
を
諸
外
國
の
土
壤
含
有
成

分
量
と
比

較

す
る
時
は
次
の
如
く
で
あ
る
:0
:

‘

:;

を

國

土

壤

含

有

成

分

蒙

：:

■

V
 

-
燐
,
一-

:

酸)

し

.

加

.

f

t.

, 

石
：.
.〈

灰 

一

V ,
苦
-
.

土

-一
 
'

■ 

>•
1 1
土
.
，

'
平

均

.•賢
少
細
臟
土
 
,

平

均
'

最

少I
I

土
一
最
多 

' 
平

均
.
最
少
：

I
I

土

最

多

平

均

最

少

0 ,
本 

_

 

0
.
0 

-
M
. 

3
0 1

,

者一
:

s

吴

痕

跡

.1100
.

V

一
 

s 0
•
八 K
 

Q.
Q
S

英

國

X
六
.
一.

i
ハ
：?

1

秀
 

0  
会一

八.
l
l_

T
^
G
Q.

M
l
:
'

 ̂

G
i

l
痕

跡
 

怫

谓

西

ー

巻

！
 

-
s . 
T

§
 

?
§
•
 

E
.

s
,

痕

跡

10

六_〕

H
s
 

〒
§

一
 

〒
§
一
 

-

獨

迎

.塞 

o
A
ls. 

Q
.

G
S

痕

跡 
_

. v
§
a
:

5
o
.

g
o

 

m
l.s

.Q
o

a

 

一.

i

^ -,
版
.
12

v

§?s

 

痕

跡

米

國
 

K

m

'

.
v.
^

G

.

l

^

^

—

K

l

R

i

v.
i

'

^

S

Q

f

'

M

:

^

T

一
美
.
'痕

脉

一

蜜

一

九
•九
七 Q 

.0

•六一

九 

0 

0

備
考)

大H.

麗

太
^;
、
前
揭
書
：
九1.

エ
ー f

頁
。

•
' ■

:'
V
卜 

y
 " 

. 

. 

:
, 

.

‘ 

' 

. 

即
ち
我
國
，土
壤
は
聚
土
を
除
い•て
ば
各
要
素
共
比
較
的
劣
奴
、
碑
に.石
灰
の
含
量
•は
著
'し
ぐ
少
で
あ
％

M.
か

も「

土
壤g

豊
度
は 

他
の
做
件
(0
!
略
丨
同
樣
カ
る
場
合
に
は
石
灰
含
量
の
多
少.に
ょ
り
て
剕
定」

$

さ
れ
；、
^

土
嬢
中
石
灰
含
量
を
火
な
ら
し
む
る
讓
は
肥 

料
效
能
'を
，充
分
な
ら
じ
む
る
所
以
で
お
を
。
從
づ
.

V

水
田
•
畑

地

共

に

，
適

量

，の

3

「

石
灰
施
抓
が_

本
邦
の
如
く
酸
性
土
孃
の
分
布 

廣
き
に一

瓦
.る
場
合
に
比
特
にI

必
要
.と
さ
'れ
f

 

• •

(

七)

大
ェ
原
銀
太
_

前
掲
書
一
1
'卷
九
五
頁
。
. 

.

(

八)

特
^

適
最
5

と
异
ふ
意
味
ぱ
.石
灰
施
用
に
關
し
て
は「

右
あ
は
父
を
富
ま
’し
、
子
を
貧
し
か
ら
し
む
.，と
.云
ほ
れ
.て
か
る
や
ヶ
に
、

一

.
方

に
霞
中
轉
の
效
あ
る
と
共
吒
他
方
地
力
の
滅
雜
を
來
レ
、
滅
觀
生
育
を
戴
す
る
か
ら
で
あ

'る
0
:永

田
|>
:
對
し
.
て
％

石

灰

舶

用

は

^

^

が
ら 

行

は

^

で̂
あ
る
が
、

「

明
治
3
十
三
年
鹿
兒
島
縣
は'卒
姆
し>

石
灰
®

禁
令
を
發
布
し
、

「

作
物
ノ
病
蟲
害
ヲ
願
除
、
豫
防
ス
ル
目
的
し
弛
び 

戌

土

地

,

改

庭

,
卧

的

ヴ

以

テ

^
用
ス
^
場
合
い
に
限
り.
>
^
可

：を

得

て

：
使

用

レ

得

る

：
こ

:̂
;;
、

な
：
し

％

こ
^

ii

審

し

て

九

州

各

縣

0
^

大 

分
を
•除
<)

及
び
接
f

茌
11
1
1 
ー̂

^
杠
灰
禁
比
を
行
ヴ̂

の

で

釤

る
4̂ '
方
衽
灰
禁
圯
反
對0-
農
良
遛
_
の
謝
發
.、
他
方
茌
灰
施̂

1
要
す 

故
樹
良
業
に
於
け
各̂
的
自
然
晰̂

:
-

■六

七

C

1
-三
八
左〕

'



-

.
我
®

 
槳

帐

敗
 i

然
飯 

i

.':
'

-

'

,

:

六
八
：'

'(

フ
三
八#

:

敵
治
既
十
哉̂

ー
用
變
那
島
发
茈
ー1
 
一®

#
8 ;
%

^

#

^

紙

吖

彰

版

施

敗

法

に

酿

レ

霞

確

た

を

，既

腺

の

.
ゲ

じ

1
と

&

ボ
す
冬
の
セ
、 

へ
：彭

¥
:
:

穷

エ
.M-
紙

太

擎

俞

揭

書

狀
 

#

_

:

1
5 :
:

^
參
©;
0權

^ ̂

, 

V ジ

.

.
酸
他
也
，
顏

歌

ゅ

っ

^

で
ば
农
エ
駝
傅
士
の
指
摘
故
で
磨
ら
れ
を
處
に
败
べ
ぱ
キ
私
邦
内
地
丑
歡
集
輒
土
’の
八
^

^
及
耕
土
^ : 

九
三
^
比

酸

性

庚

能

だ

鼓

じ

、
ヾ

內

截

f

ダ
乃
®

ハ
.六
^

B
躕
M.
;
酸
性
^

®:
お
W
L!
;

X:
V 

で
^

る
，。
'勿
論
酸
性
の
强
き
土
嬢
は
特
に
. 

酸
蚀
に
配
ず
る
®

抗
ヵ
極
め
.てi

i
>
l
：

物、例
菠
輩
、

''
火
麥
等
を
栽
培
し
得
ず
、
‘從
づ
：て
石
灰
及
び
有
機
質
肥
料
を
施
用
し
て

I
 

<
1.〜

• 

. 
ti
j
f 

■
 

V 

» 

•
* 

•
• 

•
• 

•
;
.
•
•
*
•
/
• 

I 

•■ 

•
: 

f 

:
•
> 

' 

. 

. 

t 

-
.
- 

-
• 

\

» 

f 

?

酸
性
匕
-̂
:

和
ず
，る
'
こ
と
を
が
要
と
す
る
む
で
ぁ
つ
.て
、
從
來
未
耕
地
と
し
て
抛
棄
せ
ら
れ
た
原
野
が
そ
の
不
毛
の
原
因
の
酸
性
に
起
因

I

f

 

i

f

,
.
“

九)

：'
同
醫
九
.七
頁
。

V

V
 

' 

• 

-
 

:

:

•:
.

;
 

:

'

:

.

t
.
l
o;
y
'

M

へ
.ば
"
福
陬
_

见
都
亂
仲
齡
亂
影
办
例"诸
亂
前
ハ
_
水
點
在
ダ
間
-マ
 ̂

リ
ン
’
.モ(

明
治n

十
三
牢〕

.

• 

i 

; 

. 

.

. 

.

.

.

.

•.
. 

.
, 

.

.

.

.

.

.

.
 

‘ 

. 

.

之
等
ハ
遂
ー
ー

..成功
ヲ
見
ス'漸
次
:̂
^
,ー：復
舊
ク
_:タ
ル
狀
況
一
一
シ
デ
殆
ト
利
用
ス
ル
モ

ノ
ナ

ヵ

リ
シ」

:

.

.こ
の
荒
廢
地
を
し
て
一
大
果
樹
園
た 

ら
ん
ゼ
しH.r

明
浒
四
十1
;年1
3
人̂
_
邊
敗
策
移
住f
來
リ
撕
灘
事
業

〖

へ
從
寧
ク
：
：

」「

土
質
酸
性

)

一
富
メ
ル
ヲ
划
テ
石
灰•過
燐
酸
：
 

'等
,
施
用
-一
ョ
リ
土
質
ノ
改tヲ
圖!)
'

:
:-
し
：黛
林
省
農
務
局--
>開
墾
地
移
遷
營
事
例

」

昭
和J
5一
 I

一
月
、
六
六
四
頁

)

又
同
郡
跋
鄕
村
開 

.

地
の
例1開
懇
前
ニ
：'
於
ヶ
ル
土
地

.

V

.
 

r

荒̂

地
ナ
リ
ジ> .「
采
開
藥
埤
/
起

^

ハ
明1」

ナ
ニ
部> 
頃
廣
爲
縣
櫞
原
吉
兵
衞
大
字
德
永
ニ
移 

^
シ
來
リ
亭
フ
開
懇
事
檠
モ
從
事
ゾ
桃
ご
梨

’
葡
萄
ヲ
栽
培
し
丨̂肥
料
ド
シ
テ
ハ
米
糠
彳
大
豆
粕
^
過̂
燐
酸
石
灰
等
ヲ
以
テ
土
質
ノ
.改
释
ヲ. 

圖
リ
.
•
•同
書
六
六
六
頁

〕

^

興
他
靜
调
縣
、
滋
鼠
縣
、
靑
薇
縣
緣
じ
於
け
を
事
例

。
4 

 ̂

, 

我
々
は
以
上
に
於
て
お
酿
の
理
化
擧
的
性
質
を
_
討
1-
;
る
こ
と
'に
ょ
つ
て
、
本
邦
土
壤
め
自
然
的
坐
產
ヵ
に
對
す
る
一
應
の
概
念
を 

锝
た
。
然
し
て
更
に1
層
そ
松
を
帆
確
だ̂

し
^
る
爲
め
に
、
本
邦
内
地
に
於
け
る
土
孃
の1作
物
養
分
天
然
供
給
力

」

に
關
す
る
ニ
三

の
指
撺
，を
揭
げ
，る0
:
こ

れ

は

.一

.

舷
に
土
駿
の
自
然
的
豊
度.の
測
定
.に
は
栽
培
試
驗
に
ょ
る
；を
最
も
確
實
と'す
る
も
V

こ
の
方
法
は「

多 

大
ノ
勞
費
ト/ -
キ
月
ヲ
要
シ
從
ッ‘テ
.簡

易

，
ー
ー
多
數
ノ
土
壊

.ー
一
付
テ
檢
出
ス
ル
：
コ

ト

困

難

し

で

あ

り

、
然

'か
も
、
例
べ
ば「
從
來
知
ラ
レ
タ
ル八力 

祈
法 

一i
3r
リ
テ
走
量
シ
タ
ル
有
效
燐
酸
ト
栽
齋
試
驗
土.ョ•ル
燐
^

^
然
供
給
貴
ノ
相
關
々
係
ド
に
づ
い
て
は
必
ず
ん
も

1
定
の
關
係
が 

な
い
か
ら
で
あ
る
。
ハ
一
一

〕

，こ
れ
に
i
れ
ば
、.
■
•
に
對
す
る
作
物
養
分
天
然
供
給
量
は
麥
作
に
比
し
遌
富
な
る
も
、
共
に
窒
素
最
も
缺 

乏
し
、
燐
酸
特
：に.加
狃
の
供
給
量
は]:
(
:較
的
多
い
。

：

(

一
1
し
東
東
带
國
大_

農
學
部
內
:;
*

細
菌
ニ」

依
ル
：游_

窒
素
利
用
研
究
室
：：

「

日
本
內
地
-=.

於
ヶ.
ル
土
壤
ノ
作
物
養
分
天
然
供
給
力
.-
一：關
ス
ル
調 

?

昭
和
ニ
平
六
月
、
：3.

五
六
|

七
頁
。
,'
'

ゾ'

'

“
 

へ'
',
.

; '.
;
'':.
:..
'' 

/

:

:
:
丨
驾
要
素
試
驗
府
縣
利
平
均
指
數

、:;
-
.永

稻

.
o一一S

素
區
收
蛩i

〇
〇)

'

:

-

:(

麥

(

三
要
素
區
收
量1
■一
 

■〇
〇〕

，

無

肥

料

區

無

窒

素

區

無

燐

酸

截

無

加

里

®

國 幾 道 部 苽 陸 泡 道

.■
五
ニ 

•
八 

.
'
五

八

•
九 

:

四

九

V
七 

■
五

〇

-
九 

i

九
o. 

,
栖

六

•
五
：

■■
'

I
•三

.
五
.
五*.1

 

六

”ニ 

•
九 

■
五
：
I

:
 

五
ニ 

•
〇 

祆
:9
四 

五

0

,
九 

，
五
，
三

•
.
九

：
■
八

ニ 

•
四 

A
:
九

•
六 

A

四

*
 

八

九

•
四

汍
四-'
i
 

^
l
l

iT
v 

I

•
七

一
九
五
：
•
八 

/%
'
六

•
三 

」

九

：
;

〇

九

7

〇 

A

四

•
九
 

■̂
〇

6
 

八

九

•
七

無
肥
料
區 

三
〇
>
四
. 

• UI

八
J九 

- 

•

:

ニ〕

五f

六 

一
九
•
ニ 

.
ニ

九

•
七 

:

ー

八

.
八

パj
'K
i

'

無
窒
素
區 

-
.
1
■
五
.七
.
•
一

.
,
$
9六

.我

.阀
農
業
'|-
於
け
.
る
外
.的

自

然

的

條

件

,

1

1
 一 

二
五
.
•
三

' 

三

七

•
〇

.

.

〈

ニ

四

i
:'
1 

「

三

9
 

ニ

.

六
九

無
燐
酸
逋

•ニ11

七
•
六 

:

七
ニ 
•
五

.六
；

11,1 
一 

、
五

六

•
三 

:
ー
七:-
7

五 

'
五

七

，
一 

五

四

•
九

. 澌

加

里

區 

九

7

五

■.九

六

•
四

.

t

n

n

八

三

•
七 

'
七

八

•
七 

:x
ニ 

•
三 

，
七

？

七 

:.
七

七

•
四

：

(
一

-H
八
七 

V

r 

• 

• 

, 

I 

• 

> 

. 

. 

*
 

• 

• 

• 

- 

- 

. 

,
 

.
•
•
. 

< 

•

•>
: 

.
 
.
 
••
 

.
 
.
 

, 

• 

• 

- 

• 

. 

* 

. 

. 

. 

.

<'、 

.

.
-



我
m
m
業
K
於
け
も
外
的
冶

的
倏
件

甲
 

' .

國

-A
' 

:

州
'. 

金
，國

總

平

均 

:
• 

C

B

〕

奥

：
.： 

'
羽
 

北

、

陛

.

0 

. 

m

M

海

道

 

ホ 

.
國 

金

國

總

平

均

五

ヒ

士

.

四
ュ
ハ
*
.
ー

五
，

U

•
四

：
五

！

W.1:

四

六

•
四

. 

五
.
四
.
•
四

八

-?
?
.
五

. 

八
五
♦
•
四

. 

A

八

•
.
三
，八

9

九

：

九

：l;r
u 

九

：
一
i

rf
c

o

, 

(
！ 

m

<
/\
>
.

S

l
;-
T
u
,
:
,
:
.
四11T11 ：

:

八
三
：•
〇：： 

'七
.
五

•
七 

:ニ
四
•
六
：

二.八
上
ニ:

六
四•〇

；

八
.五
*
1 

ニ
：五.
•七
'
:

三
ニ
ニ
ー
 

五
.八
ニ 

- 

A
 

T

o

七
七
•
声

：
八

空

八.

.
九
t
lr
八
：

九
五
•
八
 

五
六
.
三

®
五
•四

.七

.

U

•七

九

〇

•
九 

六
六
•
八

七

ニ 

•九

：

九
ニ
‘
八

九

宇

九
 

四

了

九

六
Q

•四

九

：ニ
 

•四
.

九
九
*
五 

六
七
•
七：
七
五
丄
ハ
八
九
丄
ハ
九
四
七

 

三ー

-r
t
.-
'

五
1ラ
五
六

-:
•
ニ
七
四
‘六
 

八
四
•
ニ
.

八
五
.
•七
.

.
九
七
：•.九
'

九
七
.
•六
.

四
四
•
ニ
:

五四，
四
八
九

4

1

八
.六
•' 

七
九
6-
.

八
九
•
九

へ

九

六
•四

へ

九

九
•八

、

五

三

上

ー

五

五‘
！ブ
.

九
九
*.
-—
*

五
八
V 

七
四
•
.七

八

ー
«
五
：

九
ニ>
四

'
九
？

七 

三
六
6

.

五
四
£

六
九
6

七
六
•
六 

(

備
考)

一
、
前
揭
窗
四|

1:
頁
ょ
ヶ
作
成。

,'
'
-
.

:

,1
r
:
A

は
植
木
鉢
三
毁
素
試
驗
.、
B
は
圃
場
三
製
素
試
驗
の
成
績

c

次

も

同

ょ

り
8
が常に犬なるは灌漑永栽等の 

,差
興
、
特.に
螢
素
の
差
大
な
る
は
圃
磁
：の
場
合
に
於
で
は
土
壤
以
外
に
窒
素
の
天
然
供
給
ぁ
る
が
爲
，め
で
ぁ
る
。

(

同
書
ー
七5

。 

/
■■
■:
:三
:;
'

I
 土
壊 

-
.

.

m

議

試

驗

地
ft
別

平

均

指

數

き

ニ
^
 

:

■.
:ノ
ノ
；

,:

水
：ぐ_
 

o

^

i

l

l

l

i

e

v

 

へ
ゾ
：

;

>

 

.

:

趣

，

(
1
1
1
S

素
區
收
贵—

1

〇
〇)

.

.

〔

A〕

第

四
.紀

新

'
層

無
f

區
：
，
無
窒
素
碑'
無

燐

酸

區

舰1
祖
區 

五
9

七
：
k

四•
Q
.
「

八

九

土 

:

九

--
-
*
•
四

V

麥

，

(

三
要
素
區
收
贵.丨
1
〇
〇)

.

無
肥
料
區‘
，

無

窒

素

區

，

.
無

舊

區

無

加

里

區
 

ニ

四

•
六:

1
5
•八
.

六
7
六

：

八

〇.
0

第

四

紀

$

曆:-
'

'

五
ー
ー
1
-
七

五

六

.

V

A
六

•
三

V
ベ

九

a

•
四

^

- 

- 

3
0
.
3 

J

五

四

•
一

“

八

1
-
五 

第

三

紀

曆

' 

-
^
0
.
.
^
-
- 

二

五

*

1

.
三

四

•
六

五

ニ

•

ニ
八
〇•七

古
.
一
坐
層
一

-:
;
'
5 

•
六
-

:

五
一
1

. 

'
八

九

•
<
、

「

:■」

九1

i

一
一 

-

」

'

,-
'

m

九

:

三

六

6
 

■

. 

•
六

9

四

：

い
八
9

九

花

間

岩

系

.;

.:五
六
*
ニ
'

ン
五
九
，

「

:
.ハ
九
0:
*九

九

1
1
.
0
. 

.
5
C
*
V

三
三
•六

' 

.
四
四
•〇

、

六
3£
*
七 

火

山

灰

質

土

瓶'
.
'
■
四
七
，
七？-
.
'
M 

©
九
^:
P

'七
九
•九

ゝ

九一

•〇」

ベ
.

「

ニ

六

,
1ー
一
五.人

五

四

•
五

.八
四
•
三 

■「

B-~}.

第
h四
紀
新

_
 

.七
五
•
五」

？
八
 

一H
C

 

:九
三
•
六

'
'九
.瓦
•
.八
'
て

' 

S

V七
：
-
五
四•

T

八
9

六
八
三
•七
 

:

第：
.四

紀

：へ
古
：
層
W
::
鋳

八

〇•
八

.
九
.

1
，

三
九
四
，
六

.
」

一八

6

五？
一

 

五六

•七

上

ハ

七

•
〇 

第

m
.

紀

.曆

.

.ふ

六

六
•
三

■:
:
'七
六
•九
：：

八
九•六

九

I

マ零五：

：

I

六

：，
i

•
七
' '

1
0六
，1.

.
古

，
：生
.
，'
.層

へ

.

.

」

\

|

. 

'、一

V 

ン

.

I 

一'

'

-

-ベ' 

:
.
;
-
f
f

四
九
•ー
一
丫'
'五
四
*三」

0
八

ふ
 ̂j.〇

，

一
•
四
. 

.
.
.
V

 

花

崗

：”
,

„

-
^
O
.
A 
.

 

- 

i
 

.

.
四
四
•
ニ
.
-
,四
九
•
四
：

-A
四
•八

.
七
三
•
七 

.
へ

，
'

〔

ハ
備
考
ド
同
書一 :1

六
：1

1
養
よ
り
作
成
0

5
七 

. 

し;

，
ニ
、：：'::.;:“

V
'
:

夂
 

.

V

.

,

:

.

'
土
壌
50
自
然
的
生
產
カ
は
單
に
そ
の
物
裡
的̂

摩
如
胜
質
に
依
:#
^
る
0
み
セ
は
な
.く
、
こ
の
.複
合
體
'2
與
素
七
し
て
植
物
生
；
 

育
の
限
界
と
し
て
の
氣
候
的
要
素
が
重
要
性
を
有
す
る
こ

と
は

.

前
述
せ
る
所
で
あ
る.
9即

ち

.
植

物

生

育

の

す

ベ

て

の

，
過

程

丨

固

體

營

養
 

素

の

，
溶

酵.液

體

營

養

素

：の

寝

襻

液

汁

猸

還

-
そ
の
毺
物
の
4:
育
は
5

:
づ
：
第
ニ.：：に
、
そ
し
て_

^

大
氣€

氣
温
、
お
.よ
び
、
植
物 

が
极
を
下
し
て
ゐ
る
土
地
に
依:#
し
ズ
ゐ
.る」

：ス

-

て
、
固

定

的§

セ

：あ

る

：
と

妙

ふ

黏

；
'に
.
於

^

重

要

性

募

：
つ
へ
て
ゐ
％

^
^
^
^

 

自

然

の

溫

熱0
分

.

 

.

.

.

.

.

,
-

...

.

G

-'

我
國
農
業
に
於
け
る
外
的
自
然
的
.條
件

 

七
'I 

(
1

三
八
九)



典
麵
農
業
に
'於
：け
•る
外
的
_
然
的
：條

件
.:

.

?:
1

C

I

H九
8

ゆ
: |

^

か

れ®

場

所

を

、

し

：か

1

| :
&

歌

緊

ゎ

歡
| :
1 :

|
^

か

給
£

ゎ
' 

■

r

か
！
^

杷

戈

ぃ

：て

，
：：
か

れ

^

の
：場

所̂
割
^

充
弋
て
ゐ
S

に
ち
が
狄
な
い
^
法
を
意
味
す
名
',
'
9条
言
ず
れ
残
ノ
冗
^

电

萌

濕
■

:

、
負

の(

勞

働

：
度

游

ど

れ

集

；
因

子

.
界
_

濟
的

把

形

成

！

也

對:.
1>:

§

出

齋

な

い
::

^

孩

;1.
.
て
ぃ
，一

方
.

观

度
-:
(
5
^
然
飛
態..
は
ノ
：あ

あ

ゅ

る

國̂

め.
農

業

め.； }

基

礎
''
？:

形
成
す
名
ば
か
り
で
社
な
べ
、

.
；
同

時

エ

又.:
'

也
 

方
ぃ
■

來
げ
浅
吵
ほ̂

^

疋
堤
動
の
#

處

；炎
植_

鐘

的

眼

界

莱

形

成
;1.
そ
;̂
る
0,

で
あ
る
^
^

作
期
間
最
低
氣
溫
は
次
め
如
;<

沱
あ

：夕

認

；郎

恣
^

,

1
§

:

臨
界
1

^

狀
況
は
之
を
北
海
道
の
稻
作
地
に
見
る
可
く
、
ー
年
を
通
じ
少 

.
く
と
も
消
萍
珣
i

s

货(

搨
氏)
以
上
の
丹
芄
箇
月
を
有
し
、其
期
間
の
¥ ;
均
氣
观
約
一
七
度
ハ
攝
氏)

乃
至
一
八
度(

攝
氏)

で
あ
：る
o.
. 

• • 

內
地
ム.

羿

の

稻
_

間
は
、
.
' 氣
溫
の
最
ネ
低
.
い
時
期
c

§

S

度5:

に
" F
®

し
、
氣
温
：0 :
0

度

丄
1.

度(

攝
氏)

,0
頃
杷
於
て
摔
秧
せ 

ら
れ
<:
■
»

氣
溫(

の
上
昇
と
共
に
决
育
益
々
旺
盛
と
な
り
、

ブ
年
を
通
じ
魯
最
高
の
時
期
痄
於
て
其
最
盛
期
に
達
し
ぐ
以
後
氣
铎
の
漸
次 

您
下
す
る
と
共
に
成
熟
期
に
人
り
、
稻
の
：生
活
史
は
ー
..年
間
の
氣
温
の
變
化
と
軌
を
同
じ
く
し
て
ゐ
る
^

(

四)

か
く
の
如
く
：で
あ
る
と 

す
れ
ぼ
;'
.
我
國
内
地
稻
作
の
へ
限
界
も
之
に
ょ
つ
て
決
定
さ
れ
：る
も
の
：ど
宕
ほ
ね
ば
な
ら
.な
い
0
. 

「
：_
.

ぃ

(

一)

ウ
ィ
ッ
ト
プ
ォ
ー
ゲ
ル
、
领
揭
書
八

1

頁

(F
.  

w
o

h
ltm

a
n

n
:  

D
ie

,  n
a

tiirlic
h

e
n

 

し

F
a
k
to

re
n

 

d
e

r.  tro
p

isch
e
n

 

A
g

rik
u

lm
r  

u
n

d

 

d
ie

 

M
e
rk

m
a
le

 ih
re

r  

B
e

s
e

ilu
n

g
.  

L
e

ip
z
i

oq-
.  

I
s
.̂
s.

ol
s.)

c
m

尤

も

例

へ

ば

森

林

霞

：、
.
植
林
ク
艰
獲

&

排
梁
、
，
等'
に
ょ
^,
て
溫
度
の
狀
態
に
種
々
の
變
化
が
與
会
れ
得
る
も
の
で
も
り
、
又
之
と 

—

並
ん
で
氣
候
の
諸
變
化
m

人
間
の
意
志
な
‘
U

に
も
行
は
れ
る
も
の
で
：

I

が
、
兎
に
角
現
在
に
於
け
る
技
術
及
び
勞
働
生
產
カ
i

達
水
準
を 

,

以
て
V

て
は
霞
に
對
し
て
.著
し
い
變
化
を
加
へ
る
事
は
不
可
馏
で
私
り
、
従
つ
て
氣
候
的
諸
關
係
は
大
體
不
變
的
な
大
.い
：さ
で
あ
る
と
.考
へ 

ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
ぅ
。(

ウ
ィ
ッ
ト
.
.フ
r

ゲ
ル
、
同
書
八j 
I

一
一
頁)

■■
■
:
'

〜

_

.

.

:

:

:

,

(

三)
：

同
書
八
三
頁(

傍
點
筆
者7

と
に
か..
く
過
去
の
植
物
研
究
史
に
おV '
で
は
、
こ
の
種
の
本
質
的
諸
變
化
は
、
明
ら
か
に
生
じ

 
>ょ
か
つ
ヒ。
：
••

广ド

米
作
は
四
千
年
，間
め
集
約
的
な
植
物
耕
作
を
經
大
今
日
な
ほ
.、

.
か
な.
り
精
密
に
、
.
歷
史
的
に
見
通
し
う
る
；か
ぎ
力
.
の
S

の.
時
代
に
お
け
る
と 

冏
'
一
め
氣
候.
限
界
を
見
出
し
て
ゐ
る.0
'(

八
：四
頁
註)

。
日
本
作
胸
帶
に
就
い̂
似

夙

に

：
べ

ク

^

フ
/
エ_
ス

ヵ

氏

の

調

查

が

?>
'

る

パ

我

國

農

產

物
 

の

的

生

育

の

限

界ii

つ
：い
て.
似

稻

垣

：
乙

丙

「

新

編

農1

氣
象
#

太

正
:--|:

三.
年
七
版
、
六
八
八
頁
令
參
照
名
れ
度
?̂
?
;
:_

(

四
：

)

永

卯

威

三

郞

「

：日

本

稻

作

講

殲

，

.昭
和
ニ
年
前
正1ー
版
ニ
ニ
頁
。

:
r
.

本
邦
の
0

^

0

^

る
耍
因
と
し
：て
擧
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
土
地
の
形
^

、
海
流
の
影
響
、
風
特
に
季
節
風
ハ
モ
ン
ス
ー
.
ン)
の
影 

響
等
で
あ
る
。
一
般
に「

我
國
ノ
同
纖
：八
太
.平
洋
岸
|
1
埤

ク

時

；パ

急

テ

北

汸

：：ー

1

1

3出」

し
て
ゐ
る
の
セ
あ
る
が
、
寒
暖
兩
流
の
交
換
の 

影

響

とし
：：

て
、「

降

中

ノ

中

部

以
^

ハ
：全

ク

之-ー.
反

：シ

太

平

洋

-
t

近
：ヶ
バ
却
テ
前
祈
ス
ル
ヲ
.見
ル」

で
あ
ら
う
。
又
中
央
山
系
は
氣
候
の 

分
界
線
と
し
^

':
;
;冬
季
、
猶
北
季
節
原
の
銜
路
に
當
る
か
ら
、，；裏
日
本
に
於
.て
杜
陰
濕
(0

氣
候
七
多
か
ら
.
し
む
る
も
、
表
日
本
に
於
て

は
、
：
之
に
制
せ
ら
れ
で
其
影
響
を
屮
央(1
|
系
以
南
に
及
ぼ
す
こ
と
な<

"
從
つ
.て
.晴
燥
で
あ
.る
。
バ̂

尤
.も
1
地
方
の
氣
溫
に
對
す
る-

:

....
 

.

•

..
 

-
'
' 

-  

...

海
流
の
影
響
は
书
風
の
方
向
と
相
關
聯
ル
て
考
ふ
べ
き
で
あ
り
”
海
流
が
氣
溫
め
靡
难
忙
及
ぼ
嗲
影
響
对
主
^
に
犮
右
せ
ら
れ
今
從 

つ
て
我
國
取
海
岸
の
：黑
潮
：は
冬
季
卓
越
風
が
北
西
風
龙
あ
.る
爲
め
た
'*

邦
の
氣
溫
を
調
和
す
^;
.し
と
：が
少
v^
'o

ヾ
.こ

の

，
事

は

展

省

に

、

我
 

國

(0
氣
.溫
が
太
洋
及
び
大
陸
'0
影

響

金

'^
け

、
^

ゐ
そ
：の
：地
域
的
諸
條
件
：め
.錯

雜

:;
(
0
:爲
め
：‘に
1
極
ネ
て
多
檨
.
_啾
富
む
^1
も
拘
凇
ら
：ず
、 

本
邦
全
體
を
：通
.じ
て
^

朴
ば
、
：、冬
季
の
氣
溫
は
そ
の
差
雈
し
い
の
に
對
し
て
、
夏
季
の
氣
搵
は
茜
し
き
差
を
表
は
さ
.な
い
こ

と

を

示
す 

も
の
で
あ
づ
セ
、
：、
こ
め
事
&
1
:商
_

的
に
：は
米
作
の
全
國
化
に
對
す
る
-
根
據
を
與
ベ
る
も
の
と
云
へ
や
う
。
今
主
要
各
地
方
に
於 

け
る
S

氣
f

l

ば
f

.
如
ぐ
2

る
。
，
；.
へ
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備
考
^
臺
民
協
會
磾
顆
九
年
日
本
農
業
年
鑀
^

芄
匕

へX

五 

佐

々

未

裕

太

郞

前

揭

雪

衰

浪
。
：
.

$ 

.

:

氣

溫

忙

ょ

る

農

產

物

也

育

の

：自

然

的

限

界

4
乘

ん
.
で

、
：
：
我

國

«

渫

冬

、
：
：
；
曆

法

め

.：
編

築

、
殊

杧

所

謂

1
芊

床
す
如
く
:'
率

節

風

週

期

的

交潜
,.(

萬
季
節
風
は
ー
四
月
頃
オ
の
端
韻
を
表
は̂
^
六

月

に

淤

て

，
疣

分

に

發

健

し

、
.
冬

季

節

風

は

九

月
 

頃
に
そ
の
端
緖
を
表：

は
し
、
；十
一
月
に
後
键
す
力

)

と
、
氣
温
.の
■
期
的
交
替
と
の
相
關
々
係
、,並
び
.に
.次

に

述

ぶ 

降
雨
期
の
；季
節
的
交
替
に
集
键.を

匿
:<
^

の
^

淹
^

^
:<
?
:は
^
ふ

 ̂

恰
も
：「 H.

デ
ブ
.ト
'で
は
農
#
が
ナ
ィ
ル
0
.
犯

濫

の

疋 

確
な
瑰
出
に」

恶
礎
を
置
き
-'
'
;又
支
那
：の
::
«
業
が「
滿
暖
期
と
.乾
燥
期
と
の
：週
期
的
為
變
化
に
そ
の_
礎
を
お
く」

0

と
㈤

■
に
。
こ
の 

故

に

、
，
勿

論
‘
社
會
的
张
產
カ
の
發
達
は
植
物
生
：育
：の
自
然
的
眼
界
を
摘
大
•
或
ひ
は
除
去
し
、
氣
：温
的
諸
條
件
の
制
約
を
或
：程
度
克
服
. 

し
得
る
も
の
で
は
ぁ'る
が
、,少

く
^

^
現

在

の

：：生

產

力

の

.顧
達
一
水
準
に
於
て
は
、
霸
的
乃
至
氣
观
的
諸
關
係
の
、
'
農
業
生
産
力
の
發 

展
に
對
す
る
制
約
は
可
成
ゃ
に
著̂
い
。(

七〕

>
:
.
.
.
:
'

.
1
^

C

六)

.ウ
ィ
ジ
：
ト
フ.
f

:ゲ
：ル.、
.
.着
§
•«
八
九
頁
。
丫

(

七
お
:例
へ
^
稍
作
の
邋W
の
绾
ー.要
素
は
八
月
に
於
け
る
:0
观
關
係
、.從
.つ
_て
文
高
温
、
並
び
に.四
月
、
，五

•
；！

ハ
•
七

月

に

於

け

る

高

溫

に

あ

り 

と
：云
は
れ
る
。
衰
し
て
：：八
月
の
溫
度
を
支
配
す
る
重
：耍
な
，耍
因
：は
夏
の
本

^

^
洋
上
.に
於
秒
る.高
氣
驗
の
發
達
で
あ
る
。

(

稻

垣

乙

丙「

農
業 

氣
象
學4

1
1

八
頁
、
及
び
七
四
六
頁
以
下
、
㈣
日
武
松
，-
_
象

學

講

話

ヒ

一

四

一

1
1
.

1

頁
參
©

今
次
農
業
恐
慌
の
拍
車
的
契
機
^
ー
：
と
レ
て
の

昭
和
，六
筇
北
海
道
並
び
に
東
北
地
方
の
四
作
の
自
然
的
原
因
は
こ
の
低
温
：と

•
日
照
不
良
に
求
め
る
こ
と
が
：出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。

(

協
調
t

.B
村 

〔

課「

昭
和
六
年
度
に
於
け
る
北
海
道
來
北
地
方
の
凶
作
槪
嬰
"

頁

九

頁

及

：び
五
：
三

.頁
等
參
照
V 

C
.
水
の
諸
關
係
.：
'

.

.

土
地
の
自
然
的
生
産
力
を
規
定
す
る
自
然
的
諸
要
因
と
し
て
、

.土
地
自
身
へ
の
自
然
的
豐
度
と
共
に
擧
げ.ら
れ
.る
氣
候
的
諸
要
因
の
ぅ 

ち
で
、
水
は
殊
に
本
質
的
な
も
の
と
し
て
、
..農
業
生
鹿
ヵ
，'の
艰
要
な
規
定
的
耍
素
匕
な
す
釦
の
で
あ
石
。
前
述
の
氣
溫
が
、
そ
の
固
定 

性
の
故
に
植
物
牛
：實
の
絕
對
的
限
界
を
形
造
&;
の
に
對
し
て
、
：
水
は
生
產
手
段
で
あ
り
、
し
か
も
坐
產
手
，段
と
し
て
の
特
殊
的
な
作
用 

に
ょ
つ
て
餞
業
坐
產
カ
を
制
約
す
る
が
故
で
あ
る
。
從
つ
て
、

_

國
に
.於
て
は
米
作
の
踱
倒
的
地
位
か
ら
し
て
、
米
田
の
地
域
的
限
界 

は
、
土
壤
の
性
質
に
ょ
る
ょ
り
も
水
の
關
係
か
ら
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
只
ー

〕

.

(

一)

.
例
へ
ば
關
來
平
膨
で
は
武
贼
腺
襄
地
»相
模
毫
地.下
總
臺
地
等
の
臺
地
が.あ
る
朽
.こ
水
等
の
臺
地
は
何
れ
も
水
利
が
不
便
な
爲
に
、
田 

は
自
然
の
泉
及
び
こ.れ
を
源
泉
と
す
る
河
川
.を
W
水
と
し
て
利
用
し
得
る
範
園
に
限
ら
れ
、
大
部
分
で
は
.畑
で
あ
つ
て
、
利
极
州
の
领
施
及
び

. 

用
水
路
沿
線
の
田
と
、
臺
上
の
畑
と
が
劃
然
と
戚
別
さ
れ
て
ゐ
る
。

<:

內
田
寬
一

「

經
濟
地
域
に
關
す
る
諸
問
題
の
研
究
し
九
一
頁
以
下
參
照

〕

。

水
は
地
下
水
及
び
降
水̂—

此
の
場
合
單
に
當
該
地
域
め
降
水
置
の
み
な
ら
ず
*
そ
れ
が
湖
沼
*
河
川
を
：通
じ
で
農
業
地
方
を
潤
す
場 

合
は
、
そ
の
水
源
地
に
於
け
る
降
水
量
も
、
I

と
し
て
與
へ
ら
れ
る
。
然
し*
所
謂
潜
在
的
#
河
川
が
勞
働
過
程
に
入
り
込
む
爲
め
に 

は
、
當
然
、
植
生
と
河
川
と
の
：關
係
付

：

け
、.：.：
即

ち

人

間

勞

働
.が
：、
そ
れ
に
對
し
て
镇
極
的
に
働
き
か
け
、
又
自
然
狀
態
を
變
化
す
る
段 

階

の

經

過

を

，
必

要

：と

す

.る
と
す
れ
ば
、
：先
づ
給
水
の
瑪
め
：の
人
間
勞
働
活
動
.の
，.理
解
は
':
そ

：
の

基

底

と

し

て

の

降

水

諸

關

係

，.に

置

か

れ 

な
け
れ
ば
.な
ら
&

い
/0
:

我
國
は
緯
度
上
ヒ
龄
て
は.太
：部

分

少

雨

帶

に

.屬

す

，
る'

(

ニ〕

に
も
拘
は
ら
ず
、(

地
形
の
，地
域
的
特
質
に
基
く
少
數
の
少
雨
地
.帶
を
除 

我
國
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本
邦
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表
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太

茁

十

三
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年

十

ニ

月
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S
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頁
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狹
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濕
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述
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濕
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篇
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條
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。
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又
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分
析
は
、
一
應
與
へ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
端
緖
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
停
滞
性
が
、
一
應
は
、 

特
に
社
#
的
發
展
の
低
い
段
階
に
あ
つ
て
は
、
外
的
自
然
的
條
件
の
制
約
、
殊
に
人
工
灌
漑
の
必
至
性
に
存
す
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。 

然
し
乍
ら
、
生
產
諸
力
の
發
股
に
於
け
る
外
的
條
件
の

：

意
蕺
が
前
述
の
如
く
で
あ.る
と
す
れ
ば
、
以
上
の.分
析
の
.有
す
る
意
義
も
亦
自 

ら
明
ら
か
で
あ
ら
ぅ
。
從
つ
■て
以
上
の
究
明
の
爲
め
に
は

、
M

に
生
豸
0

カ
.の
社
會
的
に
制
約
さ
れ
た
諸
要
素
、
勞
働
過
程
の
社
會
糾 

織
、.勞
働
手
段
、.技
術
の
分
析
が
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い:0
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我
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